
令和年月日 月曜日 (号外第号)官 報
解
散
公
告
（
第
三
回
）

当
法
人
は
、
令
和
六
年
十
二
月
三
十
一
日
社
員
の
欠
亡

に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
法
人
に
債
権
を
有

す
る
方
は
、
本
公
告
第
一
回
掲
載
（
令
和
七
年
三
月
二
十

五
日
）
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か
ら

除
斥
し
ま
す
。

令
和
七
年
三
月
三
十
一
日

千
葉
県
松
戸
市
仲
井
町
一
丁
目
三
番
地

医
療
法
人
社
団
わ
か
ば
会

清
算
人

丸
山

博

清
算
人

髙
橋

響
子

解
散
公
告
（
第
三
回
）

当
法
人
は
、社
員
総
会
の
決
議
に
よ
り
解
散
し
た
の
で
、

当
法
人
に
債
権
を
有
す
る
方
は
、本
公
告
第
一
回
掲
載（
令

和
七
年
三
月
二
十
七
日
）
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お

申
し
出
下
さ
い
。
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は

清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
七
年
三
月
三
十
一
日

東
京
都
江
東
区
北
砂
三
丁
目
三
六
番
一
八
号
鈴
木

ビ
ル
一
階

医
療
法
人
社
団
Ｓ
Ｇ
Ｈ
会

清
算
人

奥
野

彰
子

解
散
公
告
（
第
三
回
）

当
法
人
は
、
令
和
六
年
九
月
十
二
日
開
催
の
社
員
総
会

の
決
議
並
び
に
東
京
都
知
事
の
認
可
に
よ
り
令
和
七
年
二

月
二
十
七
日
解
散
し
た
の
で
、
当
法
人
に
債
権
を
有
す
る

方
は
、
本
公
告
第
一
回
掲
載（
令
和
七
年
三
月
二
十
七
日
）

の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。
右
期
間

内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
七
年
三
月
三
十
一
日

東
京
都
千
代
田
区
内
幸
町
一
丁
目
一
番
一
号
帝
国

ホ
テ
ル
タ
ワ
ー
四
階

医
療
法
人
社
団
協
立
歯
科
ク
リ
ニ
ー
ク
デ
ュ
ボ
ワ

清
算
人

石
井

信
之

解
散
公
告
（
第
三
回
）

当
法
人
は
、
令
和
六
年
十
月
二
十
日
開
催
の
臨
時
社
員

総
会
の
決
議
並
び
に
東
京
都
知
事
の
認
可
に
よ
り
、
令
和

七
年
二
月
二
十
五
日
を
も
っ
て
解
散
い
た
し
ま
し
た
の

で
、
当
法
人
に
債
権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
第
一
回
掲

載
（
令
和
七
年
三
月
二
十
七
日
）
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以

内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。
な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出

が
な
い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
七
年
三
月
三
十
一
日

東
京
都
調
布
市
緑
ケ
丘
二
丁
目
五
番
二
号
グ
リ
ー

ン
ヒ
ル
ズ
仙
川
一
階

医
療
法
人
社
団
緑
水
会

清
算
人

清
水

俊
貴

解
散
公
告
（
第
三
回
）

当
組
合
は
、
令
和
七
年
二
月
十
八
日
朝
霞
市
長
の
認
可

に
よ
り
解
散
し
た
の
で
、当
組
合
に
債
権
を
有
す
る
者
は
、

本
公
告
第
一
回
掲
載
（
令
和
七
年
三
月
二
十
七
日
）
の
翌

日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。
右
期
間
内
に

お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
七
年
三
月
三
十
一
日

東
京
都
江
東
区
東
陽
二
丁
目
四
番
二
四
号

グ
リ
ー
ン
コ
ー
ポ
朝
霞
台
第
２
マ
ン
シ
ョ
ン
建

替
組
合

代
表
清
算
人

岡
田

健
治

解
散
公
告
（
第
三
回
）

当
組
合
は
、
令
和
六
年
十
二
月
三
十
一
日
開
催
の
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
組
合
に
債

権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
第
一
回
掲
載
（
令
和
七
年
三

月
二
十
七
日
）
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下

さ
い
。
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か
ら

除
斥
し
ま
す
。

令
和
七
年
三
月
三
十
一
日

石
川
県
鳳
珠
郡
能
登
町
字
当
目
三
一
字
六
九
番
甲
地

農
事
組
合
法
人
柳
田
肉
用
牛
生
産
組
合

清
算
人

駒
寄

正
俊

解
散
公
告
（
第
三
回
）

当
法
人
は
、
令
和
七
年
一
月
十
四
日
甲
府
地
方
裁
判
所

の
命
令
に
よ
り
解
散
し
た
の
で
、
当
法
人
に
債
権
を
有
す

る
者
は
、
本
公
告
第
一
回
掲
載（
令
和
七
年
三
月
十
七
日
）

の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。
右
期
間

内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
七
年
三
月
三
十
一
日

山
梨
県
都
留
市
鹿
留

宗
教
法
人
富
士
敎
東
桂
敎
会

清
算
人

加
藤

英
輔

解
散
公
告
（
第
三
回
）

当
法
人
は
、
令
和
七
年
二
月
四
日
甲
府
地
方
裁
判
所
の

命
令
に
よ
り
解
散
し
た
の
で
、
当
法
人
に
債
権
を
有
す
る

者
は
、
本
公
告
第
一
回
掲
載（
令
和
七
年
三
月
二
十
一
日
）

の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。
右
期
間

内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
七
年
三
月
三
十
一
日

山
梨
県
甲
府
市
穴
切
町
三
〇
二
番
地

宗
教
法
人
心
靈
界
教
団
上
田
教
会

清
算
人

弁
護
士

田
中

謙
一

連
絡
先

山
梨
県
甲
府
市
相
生
二
丁
目
五
番
一
七

号
鈴
木
屋
ビ
ル
三
階

解
散
公
告
（
第
三
回
）

当
組
合
は
、
令
和
七
年
三
月
七
日
静
岡
県
知
事
の
認
可

に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
組
合
に
債
権
を
有

す
る
方
は
、
本
公
告
第
一
回
掲
載
（
令
和
七
年
三
月
二
十

七
日
）
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
七
年
三
月
三
十
一
日

静
岡
県
磐
田
市
国
府
台
五
番
地
八

磐
田
市
新
貝
土
地
区
画
整
理
組
合

代
表
清
算
人

鈴
木

俊
雄

解
散
公
告
（
第
三
回
）

当
法
人
は
、
令
和
七
年
二
月
十
四
日
開
催
の
総
会
の
決

議
に
よ
り
解
散
し
た
の
で
、
当
法
人
に
債
権
を
有
す
る
方

は
、
本
公
告
第
一
回
掲
載
（
令
和
七
年
三
月
二
十
五
日
）

の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。
右
期
間

内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
七
年
三
月
三
十
一
日

大
分
県
玖
珠
郡
九
重
町
大
字
田
野
二
四
一
五
番
地

の
二
五
九

農
事
組
合
法
人
扇
山
農
園

清
算
人

髙
石

憲
治

第
七
十
四
期
決
算
公
告

（
二
〇
二
四
年
十
二
月
三
十
一
日
現
在
）

貸
借
対
照
表
の
要
旨

単
位
・
百
万
円

資
産
の
部

流
動
資
産

三
二
、
九
三
四

固
定
資
産

九
三
、
七
三
九

有
形
固
定
資
産

五
、
六
一
二

無
形
固
定
資
産

二
〇
〇

投
資
そ
の
他
の
資
産

八
七
、
九
二
六

資
産
合
計

一
二
六
、
六
七
三

負
債
及
び
純
資
産
の
部

流
動
負
債

二
九
、
八
六
九

固
定
負
債

五
五
、
九
三
〇

役
員
退
職
慰
労
引
当
金

一
四
二

子
会
社
等
事
業
損
失
引
当
金

二
二
八

負
債
合
計

八
五
、
八
〇
〇

株
主
資
本

四
〇
、
八
七
二

資
本
金

一
〇
〇

資
本
剰
余
金

九
、
八
六
七

資
本
準
備
金

四
、
九
二
六

そ
の
他
資
本
剰
余
金

四
、
九
四
一

利
益
剰
余
金

三
〇
、
九
〇
五

利
益
準
備
金

二
五
九

そ
の
他
利
益
剰
余
金

三
〇
、
六
四
五

純
資
産
合
計

四
〇
、
八
七
二

負
債
及
び
純
資
産
合
計

一
二
六
、
六
七
三

損
益
計
算
書
の
要
旨

単
位
・
百
万
円

二
〇
二
四
年

一
月

一
日
か
ら

二
〇
二
四
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

営
業
収
益

五
、
九
〇
二

営
業
費
用

二
三
八

営
業
利
益

五
、
六
六
三

営
業
外
収
益

一
、
六
二
二

営
業
外
費
用

六
八
七

経
常
利
益

六
、
五
九
八

特
別
利
益

三
八
一

特
別
損
失

九
五
三

税
引
前
当
期
純
利
益

六
、
〇
二
六

法
人
税
、
住
民
税
及
び
事
業
税

四
九
四

法
人
税
等
調
整
額



二
九
一

当
期
純
利
益

五
、
八
二
三

二
〇
二
五
年
三
月
三
十
一
日

神
戸
市
中
央
区
多
聞
通
五
丁
目
一
番
六
号

Ｕ
Ｃ
Ｃ

Ｃ
ａ
ｐ
ｉ
ｔ
ａ
ｌ
株
式
会
社

代
表
取
締
役

上
島

豪
太

第
二
十
五
期
決
算
公
告令

和
六
年
十
二
月
三
十
一
日
現
在

貸
借
対
照
表
の
要
旨

単
位
・
千
円

資
産
の
部

流
動
資
産

七
、
九
一
〇
、
五
一
四

固
定
資
産

一
五
三
、
六
〇
九

合
計

八
、
〇
六
四
、
一
二
四

負
債
及
び
純
資
産
の
部

流
動
負
債

三
、
八
五
〇
、
二
一
八

固
定
負
債

一
三
九
、
六
四
三

退
職
給
付
引
当
金

一
三
九
、
六
四
三

株
主
資
本

四
、
〇
七
四
、
二
六
二

資
本
金

四
九
〇
、
〇
〇
〇

利
益
剰
余
金

三
、
五
八
四
、
二
六
二

利
益
準
備
金

一
二
二
、
五
〇
〇

そ
の
他
利
益
剰
余
金

三
、
四
六
一
、
七
六
二

（
う
ち
当
期
純
利
益
）
（
一
、
七
五
六
、
二
一
五
）

合
計

八
、
〇
六
四
、
一
二
四

令
和
七
年
三
月
三
十
一
日

東
京
都
港
区
東
新
橋
一
丁
目
八
番
一
号

株
式
会
社
電
通
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
ア
ン
ド
エ
ン

タ
テ
イ
ン
メ
ン
ト

代
表
取
締
役

社
長
執
行
役
員

小
金
山
貴
弘


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